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「「「「子ども食堂子ども食堂子ども食堂子ども食堂」」」」への食への食への食への食支援支援支援支援プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトをををを始めま始めま始めま始めますすすす    

フードバンク関西では、今年度よりジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会から助成金を得て、「フ

ードバンク事業と子ども食堂の連携モデル構築事業」に取り組んでいます。「子ども食堂」を運営する団体や食

品提供企業と連携し、フードバンク事業で取り扱う食品を「子ども食堂」に活用する仕組みを作り、必要とさ

れる地域に「子ども食堂」が定着、普及し、地域社会で子ども支援の持続的な取り組みが広がることを目指し

ています。 

近年、非正規就労者が就労人口の３分の１を占めるに至り、低賃金の不安定な雇用環境の下で働く人が増加

し、子どもの６人に１人が、衣食が十分に足りていない貧困状態にあるという統計結果が発表され、衝撃を与

えました。また、地域住民同士のつながりは希薄になって、地域で子どもたちを支えることが難しい現状です。 

このような状況の中、特に東京をはじめ全国で「子ども食堂」の取り組みが広がり、注目されています。「子

ども食堂」は、栄養のバランスのとれた温かい食事を、１食数百円（子どもは無料のところもある）という安

価で提供し、みんなで集まって楽しく食事をする場を提供するものです。いろいろな事情により一人で夕食を

食べている子どもたちが、食事作りや配膳を手伝ったり、宿題を教えてもらったり、おしゃべりをしたり、遊

んだりする中で、単に食事を一緒にとるという以上のやすらぎを与える居場所ともなる効果的な取り組みです。 

しかし、その運営の多くは、ボランティアの善意や地域の商店街などからの寄付で支えられていて、けっし

て潤沢なものではありません。そこで、フードバンク関西は、フー

ドバンク事業で取り扱う余剰食品（商品としては扱えないが、食品

としては何ら問題のないもの）を活用する仕組みを作り、「子ども

食堂」の運営を安定的なものにし、持続可能な活動の広まりをお手

伝いします。一人でも多くの子どもたちが栄養のある温かい食事

をみんなで囲むことができるように、「子ども食堂」の普及を応援

していきます。 

                            

フードバンクネットワークによるフードバンクネットワークによるフードバンクネットワークによるフードバンクネットワークによる熊本地震支援熊本地震支援熊本地震支援熊本地震支援    

このたびの「平成２８年熊本地震」で被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復

旧を心よりお祈りいたしております。 

４月１４日の熊本地震を受け、直ちに被災地へ出向いて食支援活動を行うフードバンク、後方支援を行うフ

ードバンクなど、全国各地の団体が、本来の生活困窮者支援活動のノウハウを活かし、必要なところへ適切な

食品を届ける活動を開始しています。今回、東北大震災後、被災者支援団体の呼びかけにより発足したフード

バンク岩手が、遠く離れた熊本にいち早く出向き、全国フードバンク推進協議会と連携し、また、熊本にはフ

ードバンクがないために近隣のフードバンクかごしまが、直ちに現地に入って支援活動を始めました。フード

バンク関西も、フードバンク団体のネットワークを通じて、４月１９日、米６００ｋｇ、粉ミルク６１缶、レ

トルト離乳食２９０パックなどを被災地に向けて発送しました。また、４月２２日、独自に、支援を必要とす

る避難所２か所へ必要とされる食品３０箱を宅急便で発送しました。 

フードバンクの各団体は、それぞれの地域に根ざした独自の活動

を行っていますが、地域の枠を超えたネットワークを通じて、情報

やノウハウの共有化により各団体のレベルアップを図り、必要な食

品の相互提供により、活動のさらなる充実と拡大が期待されていま

す。わが国では、この４半世紀の間に、熊本地震、東日本大震災、

阪神淡路大震災が起こり、大災害を避けて通ることができません。

従って、大災害発生時に、被災地のフードバンクと全国のフードバ

ンクの連携により必要な場所に必要な食品を最短時間に届けること

ができるフードバンク間のネットワークは大切であり、民間レベル

の被災地食支援初動の仕組みとして必要です。 
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廃棄カツ横流し事件に見るフードバンク関西の対応廃棄カツ横流し事件に見るフードバンク関西の対応廃棄カツ横流し事件に見るフードバンク関西の対応廃棄カツ横流し事件に見るフードバンク関西の対応    

最近、食品の自主回収のニュースをたびたび目にします。全国展開のカレーチェーンにて、自社工場でパン

粉を混ぜる機械のプラスチック製の棒が８ミリほど欠けているのが見つかり、この日に作ったカツ数万枚の廃

棄を決め、廃棄を頼んだ産業廃棄物処理業者によってそのカツが横流しされ、スーパーで販売されたことの報

道に、私たちは大きなショックを受けました。この報道から大量の食品が廃棄物業者を通じて廃棄されている

仕組みの一端に触れ、廃棄物処理やリサイクルの現状をつぶさに知ることができました。 

独立行政法人農林水産消費安全技術センター発表の２６年度食品自主回収件数データによると、①不適切表

示、②異物混入、③品質不良、④規格基準不適合、⑤容器・包装などの理由により１０１４件の回収が報告さ

れています。件数は新聞社告、地方公共団体などの公表情報、あるいはインターネット検索サイトなどから同

センターが独自に収集したものであり、全ての事例を網羅しているものではありません。食品として全く問題

のないものが多数回収され、廃棄されています。農水省は、小さな虫やビニール片などの異物混入で次々に食

品が自主回収・廃棄される事態に対し、以前に作成した食品業界向け自主回収などの手引きを今年 1 月に改訂

し、健康被害が想定されない場合は、基本的に自主回収（廃棄）は不要としています。何でも自主回収の時代

を考え直す機会になっています。 

平成２６年度理由別自主回収件数（農林水産消費安全技術センター） 

自主回収の理由 件数 ％ 内容 

不適切表示 472 46.5 期限・アレルギー・添加物表示の間違い 

異物混入 153 15.1 虫・髪の毛・金属・ガラス・ゴム等の混入 

品質不良 131 12.9 製品本来の品質・特性を維持していない 

規格基準不合格 124 12.2 食品衛生法・JAS 法規格違反、自主基準不適合 

容器・包装 29 2.9 容器・包装の不良 

その他 105 10.4 賞味期限切れの原料・商品、原料納入者の偽装等 

合計 1014 100   

 

フードバンク関西では、商品説明の表示間違い、包装破損、販売期限切れなどの理由で、「商品としては扱え

ないが、食べ物として全く問題のない食品」を食品関連企業から直接に寄付していただき、それらを支援の必

要な人たちに届けて無償分配することによって、食品を廃棄することなく大切に活用しています。寄付された

食品の取り扱いについては、企業の皆様から信頼していただくために、下図のような手続きや仕組みを作り、

食品の品質の維持や食品の転売禁止を受取団体にも書面で確約をとるなど、食品の管理に努めています。 

全国に約４０のフードバンク団体がありますが、その取扱食品総量は 4500 トンに過ぎず、本来食べられる

にもかかわらず捨てられている食品（農水省平成２４年度推定量 642 万トン）の 0.1％にも足りません。企

業の皆様、もっとたくさんの食品をフードバンク団体に託していただけないでしょうか！ 私たちはお預かり

した食品を命をつなぐ糧として大切に活用します。 
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「「「「食のセーフティネット食のセーフティネット食のセーフティネット食のセーフティネット」」」」実務者による研修会実務者による研修会実務者による研修会実務者による研修会をををを開催開催開催開催しますしますしますします    

 6 月 14 日（火）午後 2 時より、芦屋市の木口記念会館大会議室にて、関西大学社会学部教授松原一郎先生

をファシリテーターにお迎えし、「食のセーフティネット実務者による研修会」を開催します。フードバンク関

西では、平成 24 年から、フードバンクで取り扱っている食品を活用し、一時的な困窮によりその日の食べ物

にも事欠く状況になった個人や世帯への緊急食支援「食のセーフティネット」事業を行政と協働して着手して

います。現在、芦屋市、尼崎市、伊丹市、西宮市、川西市、宝塚市と県から委託を受けた事業所が加わり、仕

組みの稼働地域が拡大しています。    

今回は、「食のセーフティネット」の仕組みを活用いただいている各市の行政、社会福祉協議会などの皆様に

参加いただき、昨年 4 月に施行された生活困窮者自立支援法

＊

に基づいて実施されている相談事業の中での食

支援の必要性および効果などの情報交換、「食のセーフティ

ネット」の仕組みの今後の在り方などについて検討します。 

＊生活困窮者自立支援法とは、最後のセーフティネット

である生活保護のもう一つ手前のセーフティネットです。

困窮に陥っている人たちは心身の障害、雇用、介護など様々

な問題を複数抱えています。行政の相談支援の窓口では、一

人一人の事情に合わせた支援プランを立て、自治体の判断

で、就労支援、住居や食料などの一時生活支援、子どもの学

習支援、家計相談の支援など、法律に定められた新しい事業

を行います。地域の NPO などとつなげた支援も期待され

ています。 

 

「「「「ラッフルキルトラッフルキルトラッフルキルトラッフルキルト」」」」への取り組みへの取り組みへの取り組みへの取り組み    

公益財団法人日本手芸普及協会のキルトリーダーズ兵庫の作品展が、3 月末に神戸市の兵庫県民会館アート

ギャラリーで開催され、最終日にキルトリーダーズ兵庫から可愛いキルト３作品が当法人に寄贈されました。

フードバンク関西では、寄贈いただいたキルトを、毎年、クリスマスの時期に開催する「ラッフルキルト」の

特賞とすると同時に、当法人が食品を届けている福祉施設の中から抽選でクリスマスプレゼントとして贈って

います。    

「ラッフルチケット」とは、当法人に寄付していただいた方にラッフルチケットをお渡しし、その中から抽

選でキルトの他、協賛企業から寄付していただいた様々なプレゼントが当たるお楽しみ付きチャリティーイベ

ントで、その収益金は当法人の運営資金として大切に活用しています。昨年の「第７回ラッフルキルト」では、

皆様からラッフルチケット６５９組の申し込みがあり、６５万９千円をラッフル寄付として受領させていただ

きました。また、当法人が食品を届けている福祉施設の中から抽選で、DV シェルターを運営し女性と子ども

支援を行う NPO にキルトをお贈りしました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、キルト作家の井上美智子さんのご指導によるキルト教室を芦屋市の木口記念会館会議室で開き、月一

回、ボランティアおよび家族の皆様が集まり、キルト作品の作成に一生懸命取り組んでいます。今年のクリス

マスに開催します「ラッフルキルト」までに素敵な作品ができあがりますように！ 

月一回開催される

キルト教室 

キルトリーダーズ兵庫から贈呈

された可愛いキルト３作品 

行政と社協の皆様 36 名が参加した昨年の研修会 
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フランスのフランスのフランスのフランスの食料廃棄禁止法食料廃棄禁止法食料廃棄禁止法食料廃棄禁止法の波紋の波紋の波紋の波紋    

 先日、NHK の BS 放送で「食料廃棄物をゼロにせよ～フ

ランス社会の挑戦～」というドキュメンタリー番組が放映さ

れました。 

現在、全世界では、食料生産量の 3 分の 1 が廃棄されてお

り、食べられる食品を大量に捨てるという無駄をなくし、循

環型社会を作ることを目的に、現状を変えようという世界初

の法律が、今年２月、フランスで制定されました。それはす

べての大型スーパーに売れ残りの食料の廃棄を禁じ、慈善団

体への寄付を義務付けた食料廃棄禁止法です。本番組は、フ

ランスの画期的な試みが投げかける食料廃棄の現状と課題

について問いかけています。 

フランスでは、法律制定により多くの食品が慈善施設に集まるようになり、食品を受け取る慈善団体では食

品の選択種が増え大喜びです。ところが、企業から食品を受け取り、慈善団体に分配するフードバンクでは、

大量の食品が残り、フードバンク自体が食品を廃棄せざるをえない状況になっています。フランスのフードバ

ンクは、限られた寄付金とボランティアの労働力で運営されており、食品の増加に伴い、新しい配布先を探し

配布するために、さらに人手と運搬手段が必要になり、NGO や慈善団体を頼みにする現在のフードバンクの

運営には限界があるのではないかという指摘がなされています。 

一方、新法律制定が新しいビジネスチャンスを作り出しています。スーパーマーケットから集まった食品を

どの慈善団体にどれだけ持っていくのかをきめ細かくコンサルタントを行うビジネスが紹介されています。ス

ーパーマーケットの食品寄贈により還付された税金がコーディネート料となり運営できるとのことです。 

今後、新しい法律のフードバンクへの波紋に注目していきます。 

 

編集後記編集後記編集後記編集後記 
現在、フードバンク関西では、７０名のボラン

ティアが活動し、食品の取扱量も増えています。

「子ども元気ネットワーク」で対象となる母子世

帯に食品を宅配便で送り届けていますが、その梱

包作業を行う場所が手狭になりました。また、打

ち合わせを行う場所もなく、近隣の会議室を借用

しています。さらに、現在の事務所の賃貸契約が

平成２９年末に切れるので、新しい事務所と倉庫

を探し始めています。現在の事務所と倉庫を合わ

せた床面積は１００㎡足らずであり、１５０㎡の

広さが必要です。阪神間で、トラックなどの出入

りができ、駐車スペースもあり、冷凍・冷蔵庫の

設置可能な場所がありましたら、ぜひ、ご連絡く

ださい。よろしくお願いいたします。 (井上) 
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NHK BS1 ドキュメンタリーWAVE(4 月17 日放送)   
「食料廃棄物をゼロにせよ~フランス社会の挑戦~」 

本ニュースはジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会の助成金が使われています。 

ミーティングに集まったボランティアの皆さん 

ボランティアに参加しませんか！ 

賛助会員も募集していますので応募ください！ 


